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編集後記
まず、本シンポジウムにご参加いただいた先生方にお礼申し上げます。さらに三日間にわたるシンポジウム
を支えていただいた多くのみなさんにもお礼申し上げます。ここにシンポジウムの報告を提出いたします。
シンポジウムでは、「国際日本研究――対話・交流・ダイナミクス」のタイトルのとおり、〈国際日本研究〉をキー
ワードに、それぞれ異なる研究分野をまたがって、豊かな対話と交流の機会がつくられました。そして、多様
な分野をつらぬいて、地殻変動のように動いているダイナミズムを感じ取ることができました。
歴史学の立場から問題提起していただいたキャロル・グラック教授の言葉をかりれば、そのダイナミズムを
規定する条件は〈モダニティ＝近代性〉とすることができるでしょう。
そして、世界大ですすんでいる総合的な言語学研究プログラムを紹介していただいた影山太郎教授は、私
たちの研究が「世界均一化・世界共有化」という大きなうねりのなかにいることを教えてくれました。
さらに、小松和彦教授には、「妖怪」という個別研究が、きわめて偶発的な条件のもとで、いかに〈国際日本研究〉
の主要なテーマへと展開していったか、そのケース・スタディを披露していただきました。
シンポジウムでしめされた、輝かしい多くの成果と可能性を、現在そしてこれからの東京外国語大学国際
日本学研究院の研究・教育実践のなかで具体化していきたいと存じます。
みなさま、本当にありがとうございました。
（国際日本学研究院　友常勉）
東京外国語大学 国際日本学研究 報告Ⅰ ISSN 2432-5708
2015 年度国際シンポジウム「国際日本研究ー対話、交流、ダイナミクス」
Internationalizing Japan Studies: Dialogues, Interactions, Dynamics
発行：2017 年 3 月
編集者・発行者：東京外国語大学　大学院国際日本学研究院
院長　早津恵美子
〒 183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1　アゴラ・グローバル２階　国際化拠点室
TEL  042-330-5534
E-mail  kokusai-kyoten@tufs.ac.jp
印刷・製本：株式会社アトミ
〒 187-0031 東京都小平市小川東町 5 丁目 13-22
TEL.042-345-1155 
© Tokyo University of Foreign Studies, Institute of Japan Studies
